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平成 29 年度 BLC 総会の開催スケジュール（案）        2017/5/8 更新 


年・月 BLC 総会 備考 


平成 29 年 


5 月 


 


5/19(金) 14:00-15:45 BIM ライブラリーコンソーシアム 


平成 29 年度定時総会 


@東京ダイヤビル：TDB ホール 


        16:00-17:00  講演会（講演者：東京藝術大学大学院 


文化財保存学専攻 美術研究科 特任准教授 山田 修) 


    17:30-19:00  交流会：別会場 自由参加 


正会員 


特別会員 


 


 


 


3,000 円 


※東京ダイヤビル 5 号館 1 階 TDB ホール：東京都中央区新川 1-28-23 


※交流会会場：※上海国際ビル 2 階会議室  ：東京都中央区新川 1-24-12 


平成 29 年度 BLC 各部会等の開催スケジュール（案）     2017/5/8 更新 


年・月 BLC 部会の活動、場所 WG 等の活動 


平成 29 年 


4 月 


 


4/20(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


4/26(水) 10:00-12:00 建築部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


 


 


4/21 建築 WG2 


 


 


5 月 


 


5/ 8(月) 15:00-17:00 運用部会  @㈱CST-GSA 事業部会議室 


5/11(木) 16:00-17:30 在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


5/12 建築 WG 


5/26 建築 WG 


 


 


6 月 


 


6/ 7 (水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


6/16(金) 10:00-12:00 設備部会 @建築保全センター会議室 


 


6/9  建築 WG 


6/16 設備 WG 


6/23 建築 WG 


 


7 月 


 


7/ 6 (木) 16:00-17:30 在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


7/10 (月) 15:00-17:00 運用部会  @㈱CST-GSA 事業部会議室 


 


7/7  建築 WG2 


7/21 建築 WG2 


 


 


8 月 


 


8/ 9 (水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


8/10(木) 16:00-17:30 設備部会 @建築保全センター会議室 


 


8/4 建築 WG2 


8/10 設備 WG 


 


 


9 月 


 


9/ 7 (木) 16:00-17:30 在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


9/11 (月) 15:00-17:00 運用部会  @㈱CST-GSA 事業部会議室 


 


*/** 建築 WG 


 


 


 


10 月 


 


10/11(水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


10/19(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


 


**/** 建築 WG 


10/19 設備 WG 


 


 


11 月 


 


11/ 2 (木) 16:00-17:30 在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


11/13(月) 15:00-17:00 運用部会  @㈱CST-GSA 事業部会議室 


**/** 建築 WG 


 


 


 


12 月 


 


12/13(水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


12/21(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


 


**/** 建築 WG 


12/21 設備 WG 


 







平成 30 年 


1 月 


1/11(木) 16:00-17:30 在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


1/22(月) 15:00-17:00 運用部会   @㈱CST-GSA 事業部会議室 


*/** 建築 WG 


 


平成 30 年 


2 月 


2/未(※) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


2/15(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


*/** 建築 WG 


2/15 設備 WG 


平成 30 年 


3 月 


3/ 1 (木) 16:00-17:30 在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2 階会議室 


3/12(月) 15:00-17:00 運用部会   @㈱CST-GSA 事業部会議室 


 


 


※(一財)建築保全センター会議室：東京都中央区新川 1-24-8 東熱新川ビル 7F 


※上海国際ビル２階会議室    ：東京都中央区新川 1-24-12 


※(株)CST－GSA 事業部会議室 ：東京都新宿区四谷 1-4 四谷駅前 ビル 3F 








◆◆◆◆◆◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 


ＢＩＭライブラリ－コンソ－シアム平成 29年度 第 1 回定時総会開催のお知らせ（案） 


開催日：平成 29年 5月 19日（金） 


━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◆◆◆◆◆◆ 


会員各位 


拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 


さて、この度下記のとおりＢＩＭライブラリ－コンソ－シアムの平成 29 年度第 1 回定時総会を開催いたします。 


 ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ご出席いただきますようご案内申し上げます。 


また総会後、別会場にて交流会を行います。皆様のご出席をお待ちしております。 


なお、定時総会そして交流会の出欠席につきましては、別添用紙にて事務局宛お申込みいただきますよう併せて 


お願い申し上げます。 


敬具 


記 


【平成 29年度 第 1回定時総会】 


[日時]：平成 29年 5月 19 日（金） 14：00～15：45（受付 13：30 より） 


[場所]  ：ＴＤＢ（東京ダイヤビルディング）ホール・・・別添の案内図参照 


      東京都中央区新川 1－28－23 東京ダイヤビル 5号館 1F 


   [式次第]： 


１． 開会 


２. BIMライブラリーコンソーシアム代表挨拶 


３．議事録署名人の選出 


４．議事 


  1）各部会の平成 28年度活動報告・平成 29年度活動方針【各部会長より】 


  2）平成 28 年度 決算報告等の審議 


         第 1号議案：平成 28年度 決算（案） 


       3）平成 29年度業務方針、業務計画、予算の審議 


         第 2号議案：平成 29年度業務方針及び業務計画（案） 


         第 3号議案：平成 29年度 予算（案） 


       4）事務局より事務連絡 


         平成 29 年度 部会等の開催スケジュールについて 


         BIMライブラリーコンソーシアム会員リストについて 


５．閉会 


 


 【講演会】 


［時間］：16：00～17：00 


［タイトル］『文化財における３Dデータの取得と活用の現状』 


［講演者］東京藝術大学大学院美術研究科 文化財保存学専攻 特任准教授 山田 修 


［講演概要］ 


 文化財はその時代を映し出す情報の宝庫である。いまだ多くの人々を魅了するその姿を、３Dデータとして


恒久的に記録保存するだけでなく、データを活用して往時の様子を窺い知ることが可能になってきている。


本講演では主に彫刻文化財を中心とした３Dデータをどのように取得、活用しているかについて実例を通じ


て紹介する。また３Dデータに関わる実務上の取り扱い方法、問題点などについても取り上げる。 







［プロフィール］ 


1973年群馬県生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業、東京藝術大学大学院文化財保存学保存修復 


（建造物）修了。CG会社、印刷会社、本学教育研究助手、非常勤講師を経て現在特任准教授。 


2009年に山田制作所を立ち上げ制作を行う一方、東京藝術大学で文化財の調査・研究活動を行っている。


主に国宝、重要文化財といった彫刻文化財の３Dデジタル化を行い、修復や模刻に役立てる方法を研究。 


またテレビ番組や美術館の展示映像、立体造形の制作なども積極的に行っている。 


 


（総会終了後、別会場にて交流会）  


[時間]：17：30～19：00  


   [場所]：上海国際ビル 2 階会議室（建築保全センターの隣のビルです）・・・案内図参照 


        東京都中央区新川 1-24-12 


[交流会参加費]：3,000円／人（予定） 


申込方法は別添用紙にて 5月 15 日(月)までに（厳守）お申込みください。 


申込み・問合せ先：（一財）建築保全センター内 BIM ライブラリーコンソーシアム事務局     


                 担当：池田、山中、水澤 


       bim＠bmmc.or.jp  Tel 03-3553-0070  Fax 03-3553-6767 


【案内図】 


 


[総会]：ＴＤＢ（東京ダイヤビルディング）ホール 


        東京都中央区新川 1－28－23 東京ダイヤビル 5 号館 1F 


          http://www.dbtec.co.jp/service/conferenceroom/tdbhall.html#anc01 


[最寄駅]： 東京メトロ 「茅場町駅」 東西線  3 番出口 徒歩 10分 


日比谷線  1 番出口 徒歩 8分 


JR 京葉線 「八丁堀駅」 B4 番出口 徒歩 8 分  


     （交流会）：上海国際ビル 2階会議室（建築保全センターの隣のビルです） 


           東京都中央区新川 1-24-12 



http://www.dbtec.co.jp/service/conferenceroom/tdbhall.html#anc01





BIM ライブラリーコンソーシアム事務局宛 


≪ＢＩＭライブラリ－コンソ－シアム≫平成 29年度 第 1回定時総会 参加申込書 


 


総会出欠 及び 交流会出欠 


 


     □総会出席    □総会欠席 


                □平成 29年度第 1回定時総会における議決権行使に関わる 


一切の権限を議長に委任します。 


          


           □正会員     □特別会員 


 


             企業名・団体名：                            


 


所属：                 電話番号：               


 


氏名：                  


 


Ｅ－ｍａｉｌ：                              


 


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


 


同伴者① 


所属：                 電話番号：              


氏名：                    


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


同伴者② 


所属：                 電話番号：              


氏名：                  


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


同伴者③ 


所属：                 電話番号：              


氏名：                  


交 流 会：  □参加   □不参加 


 


                                                       


申込み・問合せ先：（一財）建築保全センター内 BIM ライブラリーコンソーシアム事務局 


                           担当：池田、山中、水澤 


bim＠bmmc.or.jp  Tel 03-3553-0070  Fax 03-3553-6767 


（正会員、特別会員、各位用） 








資料 運７-１ 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第７回 運用部会 
 


議事次第 


 


日時：平成 29年 5月 8日（月）15:00～17:00 


場所：四谷・㈱コンピュータシステム研究所・会議室 


 


１．開会 


 


２．議事 


（１） 前回（１１/１５）議事録確認 


（２） ＢＬＣ入会企業の紹介 


・株式会社 LIXIL   


・大日本印刷株式会社  


・株式会社中電工 


・株式会社ダイフレックス 


・デュアル・アイ・ティー株式会社 


・(一社)日本建築積算事務所協会 


（３） オブジェクト標準作成に入るための合意事項について 


（４） 利用規約・提供契約について 


    ・BIMライブラリー利用規約（案） 


    ・BIMライブラリーデータ提供契約（案） 


（５） BLC全体としての 2017年度スケジュールと議論の進め方 


（６） 平成 29年度 BLC運用部会の年度計画とスケジュール化 


    ・構築後のモニタリング体制・コスト等の検討 


    ・利用規約・提供契約のさらなる検討 


３．その他 


 
会議資料一覧 


 資料 運７－１ 議事次第 


 資料 運７－２ 第６回運用部会議事録 


 資料 運７－３ 運用部会委員名簿 


 資料 運７－４ オブジェクト標準作成に入るための合意事項 2017.3.15 


 資料 運７－５ BIMライブラリー利用規約（案） 


 資料 運７－６ BIMライブラリーデータ提供契約（案） 


 資料 運７－７ BLC2017年度スケジュールと議論の進め方（案） 


資料 運７－８ 平成 28年度運営委員会コア会議 議事録（案） 


資料 運７－９ 第 1回建築部会/設備部会合同コア会議 議事録（案） 
資料 運７－10 平成 29年度 BLC運用部会の年度計画とスケジュール化（案） 


（参考資料）平成 29年度 BLC定時総会のお知らせ 


（参考資料）平成 29年度 BLC総会並びに BLC各部会等の開催スケジュール（案） 


次回  日時 ： 平成 29 年 7 月 10 日（月）15：00～17：00 


場所 ：  四谷・㈱コンピュータシステム研究所 GSA 事業部会議室  
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資料 運７-２ 
 


第６回 BIM ライブラリーコンソーシアム・運用部会議事録  


 


日時  ： 平成２８年１１月１５日（火） １５：００～１６：３０  


場所  ： 四谷・CST：㈱コンピュータシステム研究所 GSA事業部 会議室 


出席者 ： １８名 


 


 


第５回運用部会参加者リスト     


首都大学東京 山本 康友 ○ (株)CADネットワークサービス 石黒 常雄   


(一社)buildingSMART Japan 山下 純一   (株)CADネットワークサービス 南谷 親良  


(一財)建築保全センター 寺本 英治 ○ (株)CADネットワークサービス 増田 甲介   


大森法律事務所 大森文彦  (株)CADネットワークサービス 江口 正剛  


(株)大塚商会 水野 一哉 ○ (株)ＣＰＣ 宮田 信彦   


河村電器産業(株) 榎 寿哲 ○ 和田特機(株) 和田 芳道  


グラフィソフトジャパン(株) ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ  和田特機(株) 横井 義光  


グラフィソフトジャパン(株) 平野 雅之 ○ (有組)C-PES研究会 安孫子義彦  


(一財)建設業振興基金 帆足 弘治 ○ (株)安井ファシリティーズ 飯島 憲一  


(株)構造計画研究所 緒方 翼   (一社)buildingSMART Japan 榊原 克巳 ○ 


(株)構造計画研究所 鎌田 丈史       


(株)構造計画研究所 関口 淳   （一財）日本建設情報総合センター 高津 知司  


(株)佐藤総合計画 森山 尚   （一財）日本建設情報総合センター 徳重 政志  


(株)佐藤総合計画 糸島 光洋 ○ (公社)日本建築家協会 藤沼 傑  


(株)佐藤総合計画 齋藤 崇志   (公社)日本建築士連合会 木村 行道  


(株)ダイテック 小笠原將人  (公社)日本建築積算協会 森谷 靖彦 ○ 


(株)ダイテック 北川 昇  (公社)ロングライフビル推進協会 高倉 智志 ○ 


(株)ダイテック 菊池 泰彦  (公社)ロングライフビル推進協会 鈴木 昌治  


(地法)日本下水道事業団 富樫 俊文 ○ 鹿島建設(株) 安井 好広  


(地法)日本下水道事業団 新井 知明  凸版印刷㈱ 馬地 宏一 ○ 


日本メックス(株) 野口 順二 ○ 大日本印刷㈱ 吉田 集 ○ 


(株)キャディアン 笠原 靖子  大日本印刷㈱ 田崎 誠 ○ 


(株)キャディアン 山﨑 裕子  (一財)建築保全センター 影山 徹  


(株)キャディアン 中野 健成  (一財)建築保全センター 池田 雅和 ○ 


(株)キャディアン 植松 良太  (一財)建築保全センター 水澤 久夫 ○ 


    (一財)建築保全センター 山中 隆 ○ 
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配布資料 


 資料 運６－１ 議事次第 


 資料 運６－２ 第５回運用部会議事録 


 資料 運６－３ 運用部会委員名簿 


 資料 運６－４ BIM ライブラリーテータ提供契約（素案） 


 資料 運６－５ 建設業振興基金とメーカーとの契約（覚書、画像・CADデータ利用に関する契約） 


 資料 運６－６ BLCの在り方に関する現状の総括と提案  


 資料 運６－７ BIM ライブラリー利用規約（素案）（資料運５－４） 


資料 運６－８ 大森弁護士ヒアリング議事録（平成 28年 9月 2日）（資料運５－５） 


 資料 運６－９ 運用部会の WGにおける論点１から 4に関する議論 


（参考資料）  平成 28年度 BLC各部会等の開催スケジュール案 20161111更新 


 


議題（１） 前回議事録確認 （BLC事務局/水澤） 


       ・第５回議事録の読み合わせ確認を行った。追記、訂正事項の指摘なし   


 


議題（２） BLC入会企業の紹介 


    ・株式会社奥村組（平成 28年 10月 26日付） 


        ・凸版印刷株式会社（平成 28年 10月 26日付） 参加部会は未定。 


       ・オブザーバーとして大日本印刷㈱が参加する。 


 


議題（３） BIM ライブラリーデータ提供契約（素案）について 


       資料 運６－４、を説明する。 


       第 4条については、 


２）で受注業務の為に作成した BIMデーターの利用を、受注業務に関係する会社への 


提供の可能性があることを明記した。 


第 8条については、 


大森先生の指摘もあり、甲、乙共にそしてエンドユーザーに対しても責任は負わないとした。 


資料 運６－５を説明する。 


A:覚書、B:画像・CAD データ利用に関する契約では、B では第 2 条（ファイル名）を項目とし


て掲載した場合の契約であり、相手側の要望に対して使い分けをした。 


       議論 


       ・第 6条検索履歴はメーカーにとって良いことである。 


        ・BIMオブジェクトの定義を明確にして欲しい。→他の部会も含めて行っていく。 


        ・第 7条に絡んで。  


不具合データーの扱いについて誰がチェックをするのか議論の対象になる。 


出す方でのチェック、もらった方でのチェックその他チェックを行う会社・機関等が考えられる。 


        ・第 5条知的所有権の所在は明確に宣言したい。 


         ・C-CADECではウィルスチェックは行っていましたか？→提供側で行っていた。 
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なお、データー入れ替えは一括で行っていた。 


         ＊セキュリティーとデーター加工についてはもう少し検討する。 


 


議題（４）BLCのビジネスモデルについて 


資料 運６－６を説明する。 


 P２．どの段階のモデルを作成するか？ 


 P３．どのファイルフォーマットにするか？ 


P４．メーカー独自色の分類区分けをどうするか？ 


P６．海外仕様との整合・連携は？北欧では BIMObject というのがある。参考に。 


P７．BLC標準適合対応の何らかのマークの必要性、企業サイトとの連携は必要あり 


P８．ライブラリーの検索項目基準は建築部会＆設備部会で、議論を行っている。 


P９．今後の課題について。時期も含めての有料/無料の議論 


P１０．Stemサイトの活用によるライブラリー試行と試行結果を反映した本格構築・運用 


議論 


・Stemサイトをそのままなぞるのか？ 


・Stemサイト試行が次の公募に役立つのか？ 


・もっと早く動かないのか？ 


→BLC内ではまだ運用/運営までの意見が具体的に出てきていない。そのような事を行う 


会社を探すのも大事なことである。 


・どのような形で運用/運営の検討に入ってもらうのか？ 


→Stemサイトの活用による建築も含むライブラリーをたたき台にしていく考え。 


 


資料 運６－９を説明する。 


論点１ 契約形態について 


論点２ 提供するサービス内容について 


論点３ メーカーモデルに関するメーカーの役割、加工した場合の対応等 


論点４ 契約企業の傘下あるいは協力企業、外注先企業との関係整理 


議論 


論点２ ４の BLC適合とはなにを基準に確認を行うのか？ 


→属性項目は確認しやすい。形状は？ 


メーカーモデルでは、メーカー名は必須である。 


  


次の BLC運用部会（第７回） 


日時：平成 29年 1月 17日（火）15:00～17：00  


場所：四谷・CST：㈱コンピュータシステム研究所 GSA事業部 会議室 


  次々回の BLC運用部会（第８回） 


日時：平成 29年 3月 13日（火）15:00～17：00 


場所：四谷・CST：㈱コンピュータシステム研究所 GSA事業部 会議室  








オブジェクト標準作成作業に入るための合意事項 2017.3.15


• ライブラリーには、ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトがある。


• ジェネリックオブジェクトは、メーカーに依存しないオブジェクトで、建物発注者が施工者と契約するために必要なＬＯＤ


(形状の詳細度、２００～３００）とＬＯＩ（情報の詳細度）とする。ＬＯＩは具体的には


－必須項目は、発注仕様で数量積算ができること、防耐火性能等の法適合が確認できること、ＩＴ特有の管理情報


－推奨項目は、強度、環境性能、コスト、ＬＣＣなどの設計・シミュレーションに必要な情報とすること


－その他項目は、メーカーが独自性を表す項目


• ジェネリックオブジェクトは、基本的にはソフトウェアベンダーが持つライブラリーをＢＬＣ標準に適合するよう手直しし、
ソフトウェアベンダーが作成する。ただし設計者等からのＢＬＣ標準に適合するオブジェクトを提供することも可能。


• メーカーオブジェクトは、メーカー製品を表すオブジェクトで、作成はメーカーの負担とする。ＬＯＤはジェネリックオブジェ
クトと同じだが、ＬＯＩは、メーカー独自の項目（その他項目）を追加できる。


• ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトの対象は、製品（ただしサッシ・ドアなど、寸法が可変のものも対象とす
る）とする。なお、柱、はり、床などのレイヤード・オブジェクトを含めるかどうかは、層の構成も含め、部会での検討結果
による。


• ドア金物等、ディテールに関係する製品と、仕上げ材など、性能・コストはあるが厚さのない材料をどこまでライブラリーに
含めるかは、部会検討結果による。


• オブジェクトのファイル形式は、現在在り方部会で検討中で、各社のファイル形式(ネイティブファイル)､ＤＸＦ/ＤＷＧ､ＩＦＣ
など(中間フォーマットファイル)またはその両方となる予定。


• 分類と属性情報は、設備(Ｓｔｅｍ)部会で検討中の内容を参考として標準化を行う。


• 海外対応は、製品名の英語表記、分類をOmniclass，Uniclassなどにも互換性を持たせること、ＮＢＳ標準のデータ構造ルールに
準拠する。


ジェネリックオブジェクト メーカーオブジェクト


必須項目 項目は設定するが、情報は記入できないものもある 項目を設定し、情報はすべて記入する


推奨項目 項目は設定するが、情報は記入されないものもある 項目は設定するが、情報は記入されないものもある


その他項目 項目は設定しない 項目の設定、記入はメーカーの判断による


資料 建８－４


資料 運７－４








　　※　BIMライブラリーのジェネリックオブジェクトは一般的な製品を対象とする（特殊な形状や特注品など自由デザインの製品は除外する）
　　　　 但し、メーカーモデルにおいてはメーカーに提供していただける特殊形状製品、特注品などの一部製品をライブラリーに入れることは可能とする。


　　※　建具、仕上の仕様についてはC-CADECの標準仕様書をブラッシュアップしてBIMライブラリーに盛り込む。


　　※　今回は、建具（ドア）の検討であるがサッシ、カーテンウォール、床、壁、天井についても同様な検討を行う。


契約


どの情報（項目）を選択するか？
設計者　マター 設計者、積算　マター（一部メーカーも） ゼネコン/サブコン、メーカー　マター ゼネコン/サブコン　マター 維持管理業者　マター


■選択式の項目【ジェネリックオブジェクト】 ■選択式の項目【ジェネリックオブジェクト】 ■ゼネコンにて業者（メーカー）選定 ■引渡しに伴う必要情報 ■維持管理で必要な情報
　　・寸法（W　ｘ　H　ｘ　D） 　　⇒より詳細な形状、仕様 　　【メーカーオブジェクト】 　　・材料機器情報（建具番号等） 　　・メンテナンス情報（点検周期、時期等）
　　・材質（鋼製,軽量ｽﾁｰﾙ,ｱﾙﾐ,ｽﾃﾝﾚｽ,木） 　　⇒コスト算出可能な情報 　　・メーカー名
　　・性能（防火性能、断熱性、遮音性） ■ゼネコン、メーカーにて納まり等検討 　　・連絡先
　　・開き勝手（片開き、両開き、親子扉） 　　・搬入計画（製品分割搬入等） 　　・取扱説明書
　　　　　　　　 （片引き、両引き、回転扉） 　　・施工（組立）手順 　　・保障関連
　　・内部外部の区分（一般,SAT,AT,PAT） 　　・寸法等調整・・・改修時のアジャスト 　　・耐久性情報（年次交換部品等）
　　・手動電動の区分


　　・ガラリの有無、ガラリ形状
　　・各部納まり、関連部品の選択
　　　（枠形状、召合せ、沓摺、吊り方）
　　　（ドアクローザー、戸当り、把手）
　　　（順位調整器、鍵）
　　・表面仕上げ種別（コスト：積算に関係）
　　・塗装種別（コスト：積算に関係）


運用・維持管理業者


契約


メーカー（メーカー）


ゼネコン/サブコン


積算


建築部会WG2：20161128追記


基本設計段階 実施設計/積算段階 施工段階 完成・引渡し段階 運用・維持管理段階


在り方部会：20170302追記


　資料　運７－４
　資料　建８－４
　資料　在７－５


建具（ドア）におけるBIMオブジェクトの選択項目の検討


設計者


ＬＯＤ：１００


……


……


+


ジェネリックオブジェクト


形状イメージ


性能・仕様等


［形状情報］


［属性情報］


ＬＯＤ：２００～３００


……


……


……


……


性能・仕様等+


メーカーオブジェクト


ＬＯＤ：４００


…………


…………


…………


…………


性能・仕様等+


ＬＯＤ：５００


+ 性能・仕様等


BIMオブジェクト標準


形状イメージ 形状イメージ 形状イメージ


…………


…………


…………


…………


…………


［属性情報］［共通属性連携］
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資料 運７－５ 


資料 運６－７ 


                                 資料 運５－４ 


BIMライブラリー利用規約（素案）                  160819 榊原 


20160901事務局指摘事項記載 


 


BIMライブラリーコンソーシアム（以下、甲という）が提供する BIMライブラリーを利用


する企業、団体、教育機関（以下、乙という）は以下の規約を守るものとする。 


 


第一条 定義 


１）BIMライブラリーは、BIM関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った部


位（窓、ドア、照明器など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）からなる個々の


デジタル・オブジェクト（以下、BIMオブジェクトという）で構成される。 


２）各 BIMオブジェクトは、建築向け製品の製造会社から提供されるもの、BIMライブラ


リーコンソーシアムで計画され作成されたもの、その他からなる。設計者も自身の設


計に合わせてオブジェクトを作成することがあるが、この利用規則では扱わない。 


３）BIM データは、BIM 関連のソフトウェアで作られるデータである。一般に BIM オブ


ジェクトを含んでいる。 


４）知的財産権には、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係


する権利を含む。この利用規則(規約)では BIM オブジェクトに関する知的財産権を扱


う。 


５）ユーザーは、甲の提供する BIMライブラリーを使用する乙の職員または乙の職域内に


いる BIM業務支援の協力会社関係者を指す。 


 


第二条 アカウント 


１） 甲が提供する BIMライブラリー（以下、BIMライブラリーという）の利用開始にあた


り、乙は甲に所定の事項を届けた上でアカウント発行を要望するものとする。甲は乙


より入手した所定事項をBIMライブラリー運営上に必要な範囲でのみ使用するものと


する。 


２） 乙は甲より発行されたアカウントを乙が決めた責任者の管理下におき、アカウントが


不正使用されないようにする義務を負う。アカウントの発行をもって乙は利用規則(規


約)を承諾したことになる。 


３） アカウントを使い、ユーザーは BIMライブラリーに無償(ビジネスモデルと関連し当初


から無償の宣言をしないほうが良い)でアクセスし必要な BIM オブジェクトをダウン


ロードできる。 


４） 乙が、BIM ライブラリーを利用しなくなる際には、早急にアカウントの利用停止を甲
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に知らせるものとする。甲はこの申し出により、当該アカウントを削除する。 


 


第三条 利用の範囲 


１）ユーザーは、BIMライブラリーから必要な BIMオブジェクトをダウンロードし、自身


が作成する BIMデータ内で使用することができる。 


２）ユーザーはダウンロードした BIMオブジェクトを自身の業務に必要な範囲に限りコピ


ーすることができる。 


３）ユーザーは、BIM オブジェクトを甲に無断で修正して使用することはできない。ただ


し、パラメータ付きの BIM オブジェクトでは、その許容されたパラメータ値を使用した


BIMオブジェクトの利用は認められる。 


 


第四条 知的所有権の所在 


１）ユーザーは、BIM オブジェクトには著作権を含む知的財産権が甲または原データ提供


者にあることを承知の上で利用するものとする。 


２）ユーザーが、BIM オブジェクトを内包する BIM データを第三者に提供する際には、


BIM オブジェクトの内包事実と知的財産権の所在も合わせて第三者に確実に(実行するた


めの担保は)知らせるものとする。 


 


第五条 不具合データの修正・更新 


１）乙がBIMライブラリーのBIMオブジェクトの内容に不適切な部分を見つけた際には、


その事実を甲にすみやかに知らせるものとする。  


２）甲は、甲自身または乙が見つけた BIMオブジェクトの不適切部分を検証し、修正が必


要と判断した場合は、その修正結果をもって BIMライブラリーを更新するものとする。 


３）BIM オブジェクトの原データの提供者が、その製造する製品の改廃などにより原デー


タを修正した場合も、甲は修正されたBIMオブジェクトの提供を受け更新するものとする。 


４）BIM ライブラリーが更新された場合は、甲はその事実を乙に電子メールで知らせるも


のとする(ホームページで知らせる方法もあるのでは、少し限定的)。 


 


第六条 禁止事項 


乙は、ユーザーが BIMライブラリーに使用に際して以下の行為を行わないように合理的な


措置をとるものとする。 


イ） データの無断改変・修正・コピーなど、知的財産権の侵害行為 


ロ） ダウンロードした複数の BIMオブジェクトを、無断で別途に立ち上げたサーバーを介


して第三者に有償または無償で提供する行為 


ハ） 甲の BIMライブラリーのサーバーに対し、無断で不正なデータ、虚偽情報や不正なプ


ログラムを書き込む行為 
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ニ） 甲または乙を誹謗中傷する行為 


ホ） 法律、条例などに反する行為 


ヘ） その他、公序良俗に反する行為 


 


第七条 免責 


１） 甲は、サーバーやネットワークの不具合およびこれに起因すると思われる事由で BIM


ライブラリーを乙が使用できなった場合、これに起因して乙が被った被害に対し責任


を負わない。 


２） 乙は、BIMオブジェクトを使用する際に注意を払って使うものとし、万一、BIMオブ


ジェクトの内容が不適切であった場合も甲は乙に対し責任を負わない。 


 


第八条 規約の変更 


甲は、必要に応じ利用規則(規約)の修正を行うことができる。その修正の事実を乙に電子メ


ールで知らせるものとする。 


 


第九条 損害賠償 


乙が BIMライブラリーの使用に際し、甲に被害を与えたことが明らかな場合は、その損害


を賠償するものとする。 


 


第十条 協議 


１）本規約に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と乙は誠意を


もって協議し、その問題を解決する者とする。 


２）前項の解決策によっては規約を変更し、乙にその旨を電子メールで知らせるものとす


る。 


 


以上 


 


 


以下、事務局指摘点です。 


 


○通知などの用語の定義が必要では 


○グローバル化を考え、準拠法および管轄裁判所は日本であることを記載する 


○サービスの内容の定義 


○二次利用者の扱い方 
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資料 運７－６ 


資料 運６－４ 


111016 榊原素案２ 


データ提供契約素案 


 


一般社団法人 BIM ライブラリー協議会（仮称：以下、甲と称する）と〇〇株式会社（以下、


乙と称する）は、乙が作成した BIM オブジェクトを甲に提供するに際して以下の契約を結


ぶものとする。 


 


第一条 定義  


１）BIM ライブラリーは、BIM 関連のソフトウェアで用いられる建築的な意味を持った


部位（窓、ドア、照明器など）や素材（煉瓦、ブロック、パイプなど）を表す個別のデジ


タルデータ（以下、BIM オブジェクトという）で構成される。  


２）各 BIM オブジェクトは、建築向け製品の製造会社から提供されるもの、BIM ライブ


ラリーコンソーシアムで計画され作成されたもの、設計者が自社での利用のために作成し


たものなどのうち、甲に提供されるものを指す。 


３）知的財産権には、建築的な著作権、製造物に対する特許、実用新案、発明などに関係


する権利を含む。この契約では BIM オブジェクトに関する知的財産権を扱う。  


４）ユーザーは、甲の運営する BIM ライブラリーに関して甲が使用許諾を与えた、会社や


研究組織の職員、および大学などの教育法人に属する教員およびその指導を受ける学生を


指す。 


５）サーバーは、ユーザーがインターネットを介して BIM オブジェクトをアクセスできる


コンピュータ上の仕組みを指す。  


 


第二条 提供準備  


１）乙は、自身の提供する BIM オブジェクトを甲の指定する様式に沿うように作成または


修正するものとする。 


２）乙は自身の BIM オブジェクトをユーザーが検索しやすくするため、甲の指定する様式


に基づいた検索データを BIM オブジェクトとは別に作成するものとする。 


 


第三条 提供方法  


乙は甲に対し BIM オブジェクトと検索データを提供するに際し、以下のどちらかの方法


を取るものとし、甲にその方法を知らせるものとする。 


１）BIM オブジェクトおよび検索データを甲に提供し、甲のサーバー上にどちらも置く。 


２）BIM オブジェクトは乙のサーバーにおき、検索データのみを甲のサーバー上に置く。


この場合、乙のオブジェクトは甲のサーバーを経由して乙のサーバーからアクセスされる。 
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第四条 使用許諾  


１）乙は、乙の作成した BIM オブジェクトを、甲が運営するサーバーを介してユーザーが


使用する事を認めるものとする。  


２）乙は、ユーザーが自身の受注した業務のために乙の BIM オブジェクトが含まれる BIM


データを作成し、当該受注業務に関係する建築主、施工会社、施設管理会社などの第三者


に渡す可能性があることを承知するものとする。  


 


第五条 知的所有権の所在  


乙は、BIM オブジェクトに対し著作権を含む知的財産権が乙にある事を主張する際は、


以下の方法を取るものとする。 


１） 甲に BIM オブジェクトを提供する際に、権利の所在を検索データに明示する。  


２） ユーザーが権利の所在を知るため、BIM オブジェクト内部にコメントを残す、必要


に応じ乙のサーバー上に明示する。 


 


第六条 検索履歴  


甲は、乙から BIM オブジェクトの提供を受けた後は、半年を超えない期間ごとに乙の提


供する BIM オブジェクトに対する検索履歴などのレポートを乙に提供するものとする。 


 


第七条 不具合データの修正・更新  


１）甲または乙が BIM ライブラリーの BIM オブジェクトの内容に不適切な部分を見つけ


た際には、その事実を乙または甲にすみやかに知らせるものとする。  


２）甲または乙は、見つかった BIM オブジェクトの不適切部分を検証し、修正が必要と判


断した場合は、その修正結果をもって BIM ライブラリーを更新するものとする。  


３）乙が、その製造する製品の改廃などにより原データを修正した場合も、甲は修正され


た BIM オブジェクトの提供を受け更新するものとする。  


 


第八条 責任範囲 


乙は甲に提供した BIM オブジェクトの瑕疵に起因して、ユーザーが損害を受けたとして


も責任を負わない。また甲もユーザーの損害に対する責任を負わない。甲は、ユーザーに


対する規約にこの免責事項を含むものとする。 


 


第九条 契約の解除 


甲または乙は以下の事由に基づき本契約を解除できるものとする。  


１）甲が BIM ライブラリーの運営を断念し、その承継者が見つからない場合。 


２）甲および乙が、本契約の続行が不可能と認める契約違反など、相当の事由がある場合。 
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第十条 データの消去 


前条に基づき契約を解除した場合、甲は責任を持って BIM ライブラリーから乙の BIM オ


ブジェクトを消去する義務を負い、乙はその実施結果を確認するものとする。  


 


第十一条 守秘義務 


甲および乙は、BIM オブジェクトの提供に関して知り得た相手方の業務上の秘密を、本契


約の有効期間および契約解除後も第三者に漏らし、または利用してはならない。  


 


第十二条 期間 


本契約の有効期間は締結日より三年間とする。ただし、当該期間満了日の一ヶ月前までに


相手方に対し書面による通知が無い場合は、同一内容をもって期間を一年間延長するもの


とし、以降も同様とする。 


 


第十三条 協議 


本規約に定めのない事項および各条項の解釈に疑義が生じた場合は、甲と乙は誠意をもっ


て協議し、その問題を解決する者とする。  


 


以上 


 








BIMライブラリーコンソーシアム ｢BLC｣ ｢運用部会委員名簿｣  2017/04/01資料 運７-3


会
員
区
分


運
用
部
会


1 首都大学東京 都市環境学部 客員教授 山本 康友 T1 1


2 大森法律事務所 弁護士 大森 文彦 T2 1


3 (一財)建築保全センター 理事所長 寺本 英治 J 1


4 (株)大塚商会 CADﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部建設ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ課 課長 水野　一哉 S1 1


5 鹿島建設(株) 建築管理部 BIM推進室 BIM統括ﾏﾈｰｼﾞﾔｰ 安井 好広 S1 1


6 河村電器産業(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ統括部 部長 伴　覚守 S1 1


7 グラフィソフトジャパン(株) プロダクトﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ S1 1


8 グラフィソフトジャパン(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 平野　雅之 S1 1


9 (一財)建設業振興基金 経営基盤整備支援ｾﾝﾀｰ情報化推進室 次長 帆足 弘治 S1 1


10 (株)構造計画研究所 建築デザインマネジメント部 部長 緒方　翼 S1 1


11 (株)構造計画研究所 建築デザインマネジメント部 鎌田 丈史 S1 1


12 (株)佐藤総合計画 環境設計室 機械 上席主任 森山　尚 S1 1


13 (株)佐藤総合計画 IT･BIM推進室 主任 糸島 光洋 S1 1


14 (株)佐藤総合計画 主任 齋藤 崇志 S1 1


15 大日本印刷(株) 情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業部 PM企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 吉田　集 S1 1


16 大日本印刷(株) 情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業部 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ部 田崎　誠 S1 1


17 (株)中電工 技術本部 電気技術部 部長付 宮川　久 S1 1


18 (株)中電工 技術本部 電気技術部 主任 松本 哲也 S1 1


19 (地法)日本下水道事業団 情報ｼｽﾃﾑ室 室長 富樫 俊文 S1 1


20 (地法)日本下水道事業団 事業統括部 室長 新井 知明 S1 1


21 日本メックス(株) 営業本部 ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 部長 野口 順二 S1 1


22 (株)キャディアン 東京支店営業２課 課長 笠原 靖子 S2 1


23 (株)キャディアン 東京支店営業２課 係長 山﨑 裕子 S2 1


24 (株)キャディアン 東京支店営業１課 課長 植松 良太 S2 1


25 (株)キャディアン 中野 健成 S2 1


26 (株)CADネットワークサービス 営業部 部長 南谷 親良 S2 1


27 (株)CADネットワークサービス 教育部 ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 増田 甲介 S2 1


28 (株)CADネットワークサービス 江口 正剛 S2 1


29 (株)ＣＰＣ 取締役 宮田 信彦 S2 1


30 (有組)C-PES研究会 代表取締役 安孫子 義彦 S3 1


31 (株)安井ファシリティーズ 建築ﾃﾞｰﾀﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ本部 副本部長 飯島 憲一 S3 1


32 (一社)buildingSMART Japan CIラボ㈱ 技術調査委員会ﾘｰﾀﾞ 榊原 克巳 T2 1


33 （一財）日本建設情報総合センター 研究開発部 次長 高津 知司 T2 1


34 (公社)日本建築家協会 藤沼　傑 T2 1


35 (公社)日本建築士会連合会 木村 行道 T2 1


36 (公社)ロングライフビル推進協会 事業推進部 課長 高倉 智志 T2 1


37 (公社)ロングライフビル推進協会 事務局長 鈴木 昌治 T2 1


38 (一財)建築保全センター 事務局 池田 雅和 J 1


39 (一財)建築保全センター 事務局 水澤 久夫 J 1


40 (一財)建築保全センター 事務局 山中　隆 J 1


No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名








資料 運７－１０ 


平成 29年度 BLC運用部会の年度計画とスケジュール化（案） 


 


・構築後のモニタリング体制・コスト等の検討 


◎BIMライブラリーデータを入手時、正しいデータか？のチェックを行う。 


５W1Hで行うとき、その費用はどの位を予想するか？ 


◎定期的に行うスケジュールはどのように設定するのか？ 


◎BIMライブラリーデータ登録者（作成者）とのデータチェックの守備範囲は、どのように


設定するか？ 


◎ 


 


・利用規約・提供契約のさらなる検討 


◎BIMライブラリーデータ登録をしている運営会社についての在り方を検討する。 


◎利用者の会社単位、会社内個人単位、本社支店単位、個人単位等での規約の在り方。 


◎BIMライブラリー提供者からの提供量（数、容量）による価格の設定。 


◎ 


 


平成 29年 5月    年間スケジュールの設定 


平成 29年 5～9月   モニタリング体制・コスト等の検討 


平成 29年 11月    運用規約の再検討・作成 


平成 30年 1月    公募に関連する規約の検討 


平成 30年 3月    まとめ 








４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月


2017年度 2018年度
項目


発注仕様書作成


資金･運用･組織検討
発注方式の検討


提供サービス検討
コスト・料金


ベンダーへの
働きかけ


運用規約の作成


保全センタ－
理事会


ＢＬＣ総会


公募


ＢＬＣ２０１７年度スケジュールと議論の進め方(案)


オブジェクト標準
仕様の検討・決定


Ｓｔｅｍサイト活用
ライブラリー試行


設備仕様
建築仕様 総合調整


Ｓｔｅｍ試行サイトⅡ


ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ﾘｻｰﾁ
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ検討 運営試算


事業モデル検討


要件定義・発注仕様書作成


公募･発注資料作成


企画検討･発注仕様作成


運用規約検討・調査 運用規約作成


※ [ＢＬＣ推進課題]：企画調査･仕様作成先外注･実務ﾀｽｸﾌｫｰｽ編成･ＧＣ等協力依頼
※ [展開検討事項] ：ＩＦＣ/ＢＩＭ部会との連携(ＰＢＡ･ＢＭＭＣ･ＲＩＢＣ)等３団体連携


/役割･事業検討（新築･既存改修･維持管理･積算等）


設計事務所･ゼネコン団体/大手企業５社等


2017/04/26


ＢＬＣ総会


ＢＬＣサイト画面設計試行


発注資料作成･公募


メーカーへの
働きかけ


メーカーへの働きかけ ユーザーへの働きかけ
・メーカーへの働きかけ


業界団体への働きかけ


ベンダーへの働きかけ


資料運７－７
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資料 運７-８ 


平成 28 年度運営委員会コア会議 


 


議事録(案) 


 


日 時  平成 29 年 3 月 13 日(月)  午後 3 時 00 分.~午後 5 時 00 分 


場 所  建築保全センター会議室 
 


出席者  建築:志手部会長､設備:一ノ瀬部会長､運用:山本部会長､b･S･J:山下:副部会長､ 


b･S･J:榊原:副部会長､b･S･J:足達委員､A&A:木村委員､大塚商会：飯田委員、 


寺本:事務局長､事務局:水澤､山中 


議 題 


1） 前回議事録概要確認 


2） BLC ビジネスモデルに関する議論の進め方 


3） BIM ライブラリーサイトビジネスモデル検討 


4） BIM ライブラリーサイト公募関連の進め方 


5） 意見交換 


6） その他 
 


配布資料 


資料 運営(1) 議事次第 


資料 運営(2) BLC メンバーリスト 


資料 運営(3) 運営委員会ビジネスモデルコア会議 2/20 議事録(案) 


資料 運営(4) BLC 仕様｢作業に入る前の合意事項(案)｣ 


資料 運営(5) BLC 各部会の現状報告及びビジネスモデルの議論状況 


資料 運営(6) BIM オブジェクト共通理解のための資料 


資料 運営(7) BIM ライブラリーASP 参考サイト資料 


資料 運営(8) BIM ライブラリーASP 事業公募参考資料 
 


議題（１）前回議事録概要確認 


・運営委員会ビジネスモデルコア会議 2/20 日議事録(案)概要説明 [運営(3)]:(事務局説明)  


 


議題（２）BLC 仕様｢作業に入る前の合意事項(案)｣説明 


【資料説明】       [運営(4)]:(寺本･事務局長) 


1) ビジネスモデルに関する議論の進め方 


a) RFI(情報収取)H29 年度、RFP(募集･運用)H30 年度、作業工程説明。 
 


2) 作業に入るための合意事項(案)確認。 


3/15 日建築部会･設備部会合同意見交換会で議論する確認事項資料 


【必須項目】 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定するが､情報が記入されないものもある。 


・[メーカーオブジェクト]   ：項目は設定し､情報はすべて記入。 


【推奨項目】 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定するが､情報が記入されないものもある。 
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・[メーカーオブジェクト]  ：項目は設定するが､情報が記入されないものもある。 


【その他項目】 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定しない。 


・[メーカーオブジェクト]  ：項目は設定､記入はメーカー判断。 
 


3) 建具(ドア)における BIM オブジェクト選択項目検討(建築部会での検討状況説明) 


・ジェネリック/メーカー(モデル)⇒ジェネリック/メーカー(オブジェクト)に統一修正 


・BIM オブジェクトのジェネリックは一般的な製品を対象とする。(特殊･特注除く) 


・建具､仕上げを先行し､仕様は C-CADEC 建築標準仕様をブラッシュアップして編成。 


・サッシ､カーテンウォール､床､壁､天井についても追って仕様に盛り込む予定。 
 


4) BLC 各部会の現状論議報告及びビジネスモデル議論状況 


・ビジネスモデル検討会設置：12~3 月、月 1 回･計 4 回開催 


・｢現状の総括と提案｣に対する検討状況資料の各部会(在り方･建築･設備･運用部会)説明後


の意見･微調整反映事項説明。 配布資料(吹き出し部分)追記部分参照。 


・BIM モデル作成者(費用負担も含めて) 


・性能･仕様は発注するために必要な情報(情報範囲が課題･建築/設備部会で検討) 


・LOD 定義(日本流詳細度)､・ファイル形式(どのファイル形式まで許すか) 


・必須項目･推奨項目(建築･設備部会で検討) 


・情報の分類体系(CI-NET の他 OmmiClass･Uniclass2 互換を建築/設備部会で検討) 


・提供するサービス(ビジネスモデル検討会で検討) 


・｢ライブラリーの形態｣提供するサービス/コスト/利便性(情報のタイプ/提供の仕方はビジ


ネスモデル検討会で検討後､建築/設備部会で検討) 


・｢今後の課題｣提供するサービス内容確定､メーカーへのインセンティブ、収支予想･料金 


・事業方式の検討(公募方式)(事業者と BLC の役割)など 


🔸スケジュール､2 段階方式提案概要説明 


・Stem 試行と､本番サイト準備をラップさせ､本番を早める様調整。 
 


【意見交換】 


🔸ライブラリーが提供するサービスは何か？ 


Ans：運営委員会コア会議で議論する予定。 


・Stem サイトに手を入れるのか、対象ユーザーは、Stem サイトは 3D データがないのでは？


現状の Stem サイトでは出来ないのでは、Stem 試験サイトのスケジュールと、テストがで


きるのか。また､CAD ベンダーが作っているジェネリックモデルを提供頂く事をアナウン


スする必要がある。 


Ans：最小限に留めて改修しテストを行う。本番サイトへの計画確認として､使い勝手･インプ


ット･アウトプットなどの検討を試験サイトで行う予定。 


・BIM ライブラリーの情報の内容の確認、使い勝手、画面設計などの参考試行を行う。 


・BLC 参加メンバーでテスト頂き試行を行う。(発注のための試行活用) 


🔸Stem 活用試行は 2017 年度に行い､2018 年度は段々少なくなり､2019 年度は移行してない


のでは？パラのイメージでなく､段階的に縮小し､新サイトが画面案などを計画しつつ段階


的に立ち上がるイメージ､2017 年度 1 年間程度と思う。(P-14/50:スケジュール) 


Ans：2017年度中心で段階的に縮小し､新サイトの準備へ移行される。2019年度は割愛修正。 
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 Stem サイトは段階縮小し､新サイトの企画に反映。公募準備以降新サイトを追記 


🔸コンテンツ作成のイメージについて(コンテンツの内容)(基準を作る必要がある)。試行結果


を反映した構築部分は構築の中に Web の Download サイトとコンテンツを作る内容が含


まれているのか？  


 Ans：コンテンツ作りは公募開始時に､フォーマットが決まっていて､登録が出来る状況にし


て行く必要があり､建築と設備で BIM ライブラリーの仕様をスケジュールに合わせて仕様


の確定を頂き､スタート時期に合わせてコンテンツ作成準備をして頂く。アナウンスは必要。 


🔸CADベンダーが作っている手持ちライブラリー､ユーザーが持っているライブラリー(ジェ


ネリックモデル)について､提供してもらうのであれば早く始めた方が良い。 


 Ans：設備部分については RUG(AutodesukRevitMEP：RevitUserGroup)で検討を始めて


おり､BLC 仕様に沿ってジェネリックモデルの提供して頂けると聞いている。建築部分は


未だないので､Revit､ArchiCAD に考えてもらわねばならないため､他のソフトも順次話し


て行く必要がある。次回以降この部会に来て頂き説明が必要。 


🔸国内 CAD ベンダーでシエアーがある会社の(ネイティブ)対応依頼も必要。 


 Ans：設備データが多くなることが想定される。 


🔸国内 CAD ベンダーでシエアーがある会社の(ネイティブ)対応依頼も必要。 


 Ans：衛生器具メーカーでは作成した DXF/DWG データを元に､設備 CAD ベンダー数社の


ネイティブデータを作成し提供する整備を進めている。衛生器具については､建築系


CAD:ArchiCAD､Revit も順次提供される方向。 


 


議題（３）IFC- BIM オブジェクト共通の理解のための資料 


【資料説明】       資料:[運営(6)]:(足達委員) 


a) BIM オブジェクトのデータ連携 


・IFC データでの連携事例紹介。設備専用 CAD 間での IFC 連携(置換)イメージ。 


・読込 CAD 内にライブラリー在り(持っている場合) 


・読込 CAD 内にライブラリーなし(持っていない場合) 


・BIM オブジェクト標準(BIM オブジェクト識別 No.)(幾何形状 2D&3D)(属性情報) 


・プログラミングで CAD ベンダーが編成作成を行う。 


・IFC データは何らかの CAD で変換して IFC データを作成している。 
 


b) BIM オブジェクトの類型 


・BIM オブジェクト ：タイプ 1 (幾何形状 3D)(属性情報)別に持つ 


・BIM オブジェクト ：タイプ 2 (幾何形状 3D)(属性情報)内包 


・BIM オブジェクト ：タイプ 3 (幾何形状 3D+2D)(属性情報)内包 
 


c) BIM オブジェクト流通の仕組み概要(案) 


・IFC 検定で設備 CAD データをテストした状況で連携イメージを作成。 


・メーカー⇒BLC：BIM オブジェクト標準⇒各社 BIM ソフトウェアーCAD(公開) 


・設備 CAD⇒IFC-BIM オブジェクト(公開) 


⇒BIM ソフトウェアーCAD-A、B、C 連携が出来るはず。 
 


【意見交換】 


🔸BIM オブジェクトの構成、メーカーからのデータ提供の形態、CAD ベンダーが内部で構成


するデータ構成については 様々。 
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🔸BIM ライブラリーサービスでの提供形式、BLC 仕様の構成について論議。 


🔸BIM モデラーの構成、ネイティブデータの構成、BIM サイトでの提供形式については整理


して議論が必要で､ヒアリング後に整理し意見調整する。 


🔸BIM ライブラリーがメーカーから提供される際の形式を基本に決定するべき。 


🔸CAD ベンダーが内部で構成するデータ形式はベンダーに任せる。 


🔸BLC では共通して流通する際の､幾何形状基準､仕様属性情報の共通標準基準を示す。 


🔸BLC サイトではキーのみを持って、メーカーサイトにリンクする方法もある。 


🔸議論様々・・・・・ 


 


議題（４）BIM ライブラリーASP 参考サイト資料 


｢現状 Stem データ構成と編成時の基本的な考え方説明｣ 資料:[運営(7)]:(事務局:山中) 


・bimobject サイト(BIMObjecte headquarters):スウェーデン 


 (日本語対応､欧州ダイキン､三菱電機が掲載中) 


・NBS National BIM Library サイト:英国 


・3D カタログ.com サイト(福井コンピュータ)；国内 


・MediaPress-Net サイト(凸版印刷)：国内 


 


議題（５）BIM ライブラリーサイト公募関連の進め方について 


【資料説明】       資料:[運営(8)]:(事務局:山中) 


・C-CADEC：Stem サイト公募の際の資料を｢BLC｣に変えたたたき台資料(未定稿･取扱注意)。 


・挨拶文･公開日程書類 


・申し込み用紙 


・趣旨、事業化概要(事業要件)(資料提供)(事業家条件)(権利関係)(事業の事例図) 


・説明会案内、etc 


 


議題（６）BLC2017 年度スケジュールについて 


・オブジェクト標準の検討と決定 ⇒ 4 月~12 月 


・提供サービスの検討､コスト､料金 ⇒ 4 月~12 月 


・発注方式の検討   ⇒ 4 月~12 月 


・発注仕様書作成   ⇒10 月~ 3 月 


・運用規約の作成   ⇒ 4 月~12 月 


・公募  2018 年度 ⇒ 4 月中旬～6 月末 


 


 


 


◇次回コア会議予定：4 月 14 日(金)PM4：00～5：30 
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資料 運７-９ 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第 1 回 建築部会/設備部会合同コア会議 
 


議 事 録(案) 
 


日 時  平成 29 年 3 月 15 日(水)  午後 13 時 00 分.~14 時 30 分 


場 所  建築保全センター会議室 
 


出席者  建築:志手部会長､建研:武藤委員､bSJ:足達委員､A&A:木村委員､大塚商会:飯田委員、 


設備:一ノ瀬部会長､大林組:焼山主査､b･S･J:谷内主査､日本設計:吉原委員 


寺本事務局長､事務局:水澤､山中    議事進行･記録：事務局:山中 


議 題 


1） BLC 共通仕様検討中概要説明    BLC 寺本事務局長 


・作業に入るための合意事項(案)について 


・BLC 在り方に関する現状の総括と提案 


2） 建築部会活動状況説明     建築部会長/WG 主査 


・BLC 建築部会 活動経過説明  


・BLC 建築部会 検討中 仕様概要説明 


・BLC 建築部会 編成仕様の作業予定など  


3） 設備部会活動状況説明     設備部会長/WG 主査 


・BLC 設備部会 活動経過説明 


・BLC 設備部会 検討中 仕様概要説明 


・BLC 設備部会 編成仕様の作業予定など 


4） BLC 編成仕様の方針調整 


・BLC 形状オブジェクトについて 


・BLC 属性仕様編成について 


・BLC 分類コード編成について 


・その他両部会調整事項など 


5） その他 


・意見交換 


・今後の進め方 
 


配布資料 


共通 建/設 1-1  議事次第 


【建築資料】 


建築 建 8-1  BLC 第 8 回建築部会議事次第 


建築 建 8-2  BLC メンバーリスト 


建築 建-9-X  第 8 回建築部会 2/16 議事録(案) 


建築 建-X     平成 28 年度｢建築部会｣会議開催一覧 


建築 建 6-4  作業に入るための合意事項(案) 


建築 建 6-5  BLC 各部会の現状議論報告およびビジネスモデルの議論状況 


建築 建 7-5  C-CADEC｢建具表/仕上げ表標準仕様｣と NBS BIM Library 属性情報の比較 
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建築 設 6-12 仕様属性項目｢Parameters｣(建築 Stem)編成検討資料 


建築 建-7-8  CI-NET 建設資機材コード参考資料 


【設備資料】 


設備 WG 6-1  議事次第 


設備 WG 6-2  設備部会･StemWG メンバーリスト 


設備 WG 9-3  第 9 回設備部会 2/13 議事録(案) 


設備 WG6-11  平成 28 年度｢設備部会｣会議開催一覧 


設備 WG 6-6  TOTO/Stem/NBS 仕様比較 Excel シート衛生器具編成(案) 


設備 WG 6-8  Stem/NBS 仕様比較 Excel シート(ﾁﾗｰ･ﾎﾞｲﾗｰ･AHU･衛生器具)All 


設備 WG 6-9  NBS_BIM オブジェクトデータガイド(Craig Sewell)資料 


設備 WG 6-10  BLC：Stem/NBS 編成検討資料(案) 


設備 WG 6-7  StemWG 主査メモ｢BIM ライブラリー利用と想定される使い方｣ 


設備 WG 6-11 BIM ライブラリーコンソーシアム H29 年度スケジュール(案) 


設備:参考資料 Revit User Group RevitMEP Family 作成と BLC 仕様連携 
 


議題（１）BLC 建築部会･設備部会合同会議趣旨説明 


・配布資料説明       (事務局) 


・BLC 建築･設備部会合同会議趣旨説明    (志手建築部会長) 
   


議題（２）BLC 共通仕様検討中概要説明 


【 資料説明 】     [建 P-13/70､15/70]:(寺本･事務局長) 


1) ビジネスモデルに関する議論の進め方 


a) RFI(情報収取)H29 年度、RFP(募集･運用)H30 年度、作業工程説明。 


2) 作業に入るための合意事項(案)確認。 


3/15 日建築部会･設備部会合同意見交換会で議論する確認事項資料 


【必須項目】 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定するが､情報が記入されないものもある。 


・[メーカーオブジェクト]   ：項目は設定し､情報はすべて記入。 


【推奨項目】 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定するが､情報が記入されないものもある。 


・[メーカーオブジェクト]  ：項目は設定するが､情報が記入されないものもある。 


【その他項目】 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定しない。 


・[メーカーオブジェクト]  ：項目は設定､記入はメーカー判断。 


【意見交換】 


🔸BIM オブジェクトに図面(シンボル・縮尺等)を入れるのか､合意事項に含まれるか。 


Ans：NBS 標準にはシンボルも含んでいる､縮尺は今後の議論。合意事項に記載していな


いが議論する中で含む予定。(P-13/70) 


🔸Stem ファイル形式は DXF/DWG で出来ているため､ファイル形式の合意事項に入るか。 


Ans：Revit､ArchiCAD(ネイティブデータ)､IFC､DXF/DWG(中間ファイル形式)､建築系・


設備系 CAD ソフト(ネイティブデータ)としているため､Stem 形式は含まれている。


(P-16/70) 


🔸ジェネリックオブジェクト(LOD300)の記載があるが ､LOD300 に限定されないケース







3 


 


があるが､もう少し下のレベルも在るので限定しない方が良い。(P-13/70) 


Ans：形状詳細度と情報詳細度の表現とし､LOD300 は修正する。 


議題（３）建築部会活動状況説明 


【活動概要説明】         [建築資料]:(志手部会長) 


a) 前回:建築部会 2/16 議事録(案) 


🔸 建築部会で議論された内容のまとめを記載している。   (P- 7~10/70) 


b) 建築 BLC 仕様検討状況       (P-10/70) 


・分類と属性情報は C-CADEC 建築基準(Stem)建築編成を元に､建築部会(建築 WG)で検


討を進める。建築版 Stem 検討中資料説明(建築･仕上げ情報)(建築･建具[ﾄﾞｱｰ･引戸])(建


築･建具[窓･ガラス])などを参考に採用する内容･範囲を詰めて行く予定。(P-31~40/70) 


・ジェネリックオブジェクト､メーカーオブジェクトの必須項目､推奨項目､その他項目の


検討整理を進めている。 


・[ジェネリックオブジェクト]：項目は設定するが､情報が記入｢されない｣⇒｢できない｣も


のもあるに(修正)。 


・来期(今年)前半に建具(ドアー･窓)の幾つかのパターンでプロトタイプを作成し､試行し､


仕様検討を進める予定。また､モデルの振舞いについてもプロトタイプを作る際に検討


する予定。 


・属性項目の標準については､建築部会 WG1(BIM ソフト提供者側メンバー)､分類検討、


WG2(設計事務所､ゼネコン等:使う側メンバー)属性に何を編成するか検討。 


・メーカーの方々にアンケートを行い、その後実務書にアンケートを行い、属性項目に過


不足がないか検討を行い仕様編成予定。 


・機器分類・カテゴリーについては､CI-NET 分類をベースに OmniClass､Uniclass を参


考にしながら､最も適切な分類を､次年度の 12 月目途で議論の結果をまとめる予定。 


・設備部会と足並みをそろえる内容としては､建築部会は先行しに検討した結果を NBS


の分析を行った。(P23~26/70)、最終まとめを次年度 6 月目途で進める予定。 


・課題としてはレイヤード形式のモデルと､ユニットバスなどのアセンブリー品をどうす


るか､TOTO などメーカー意見を聞きながら進めている。 
 


【質疑･意見】 


🔸建築分野での OmniClass など分類の検討は終わっているのか。(P-28-29 /70) 


Ans：マッピングまでは終わっていない、OmniClass 等を紹介したレベル。 


🔸設備部会でもOmniClass資料について説明を部会で行っているが､設備機器以外が多く


編成されている状況紹介のみ行った。 
 


議題（４）設備部会活動状況説明 


【活動概要説明】 


a) 設備部会 2/13 議事録(案)及び活動内容説明。   [設備資料]:(一ノ瀬部会長) 


🔸設備部会では本会議と､StemWG、BE-BridgeWG での活動を行っている。 


🔸設備部会作業の基本は Stem､BE-Bridge 仕様をベースに､サーベイを行っており､設備の


主要な機器(熱源機器､空調機器､ボイラー､衛生器具)の、NBS のモデルを参照して対比分


析を行っている。 


🔸NBS 仕様と Stem､BE-Bridge の対照表を作成し比較検討を行った。 


🔸NBS に在って Stem､BE-Bridge にないもの、(Cobie:維持管理系等)をまとめている。 


🔸機器分類OmniClassなどの対応については､現状分類(CI-NET)との対照表があれば良い


と考えている。 


b) BE-BridgeWG 活動概要説明      [設備資料]:(谷内主査) 
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・BE-Bridge は設備 CAD 間の受渡し標準についてコードなどの体系化を行っている。 


・C-CADEC から継承した仕様の管理､整備と新しいニーズ対応のための追加など､仕様の


コード体系の整備を行っている。 


・BE-Bridge にも機器受渡には Stem 仕様が使われており､BE-Bridge では機器の接続点


などが仕様内容は Stem に準拠している。 
 


c) StemWG 活動概要説明       [設備資料]:(焼山主査) 


 1)Stem 仕様/NBS 仕様対比調査      [設 WG6-8 ] P-23～34/54 


・設備では C-CADEC で編成された StemVer10.0 を元に検討を行っている。 


・LOD の検討は、Stem 仕様 Ver10 策定時点でも検討されており､LOD300 ではどの程度


のイメージかの確認・議論が行われた。 


・Stem の 3D ファイル形式は DXF/DWG としている。 


・Stem の属性項目に､必須項目､推奨項目が編成されており､これをベースに 3D データと


属性データを作って頂くことで仕様が出来ている。 


・今回｢建築保全センターが継承することなり､グローバルな展開として､NBS仕様をStem


仕様に取り込むか検討を行った。 


・NBS 仕様と Stem 仕様の対比分析を､主要機器(冷凍機･ボイラー･温水ヒータ･空調機･衛


生陶器)5 種類について調査。 


・NBS/Stem 対比調査では､Stem に在る項目･無い属性項目(パラメータ)を調査した。 


P-29～34/54は、Stemに無いものをまとめている。特に維持管理系[COBie]関連は､Stem


では､当初メーカーから提供される内容で編成されているため､全て無い状況で､追加が


必要。 
 


2）NBS 仕様(BIM オブジェクトデータガイド)   [設 WG6-9 ] P-35～38/54 


・NBS 仕様必須項目が整理され提示されている。 
 


3）NBS 対応 Stem 編成検討中資料    [設 WG6-10 ] P-39～48/54 


・機器｢管理情報｣(共通管理情報)に下記を追加検討。 


メーカー名､メーカーURL､分類グループ､製品グループ､製品写真､3D ファイル形式 


・機器｢図面情報･図書情報｣に下記を追加検討。 


3D 外形図､ドキュメント類メーカー参照 URL 


・NBS 対応関連追加検討属性項目。P46～47/54 


 COBie Prameters､Component Prameters､IFC Prameters､NBS Type Prameters 


 BimStore Type Prameters。｢◎｣：必須項目 


・編成検討中資料に､追加するもの､不要なもの整理が必要なため､今後意見を求めて編成


をまとめる予定。必須項目はメーカー各社が実際に入れられるかの確認も必要。 


・日建連：設備情報化専門部会でも同様に検討しており､BLC に提示しおり､内容の反映


など検討願いたい。 
 


4）想定ユーザーと利用モデル､利用される仕様相違点  [設 WG6-7 ] P-48～52/54 


・機器ライブラリー(ジェネリックモデル)(メーカーモデル)の利用フェーズ検討資料 


・ユーザーから見た機器 BIM モデルに利用される仕様の相違点。 


・設備ソフト間でデータのやり取りが行われるイメージ図紹介。 
 
【意見交換】 
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🔸設備の BIM の Stem データ活用は､設備の BIM-CAD ネイティブデータは在るか。設備


ベンダーが実装している内容は､2D+3D 両方編成されているか。 


設備 CAD 間は IFC 利用標準で受け渡す場合､自身の内部データに置き換えている。 


その場合､機器メーカーデータや､バルブなどが置き換わらないケースもあった。 


🔸現状設備の Stem のデータ活用で、Stem の元になるデータで、設備の CAD でネイティ


ブが正しいのか。3D データの中に 2D データもあるのか。 


・ベンダー毎のソフトではネイティブのモデルはある。2D データも持っている。メーカ


ーから持ってきた場合はユーザー部材になる。読込内部処理を行い編成する仕組みを


持っている。 


・建築 BIM-CAD は自動変換が出来ていないため、一般モデルとして読み込まれる。 


・設備 BIM-CAD から建築系 BIM-CAD に読み込まれる時には､属性などの情報が欠落す


るため､建築系 Revit､ArchCAD にも対応が必要となる。 


🔸設備CADでメーカー指定されたバルブについて､A-CADから⇒B-CADに移行するとき


に読替えが行われるため、メーカーが置き換わった。IFC データをそのまま取り込めば


属性付きで受け渡される可能性がある。 


・設備 BIM-CAD では読み込む際に、自社 CAD データに置き換えるため､A-CAD から⇒


B-CAD に移行する際にメーカーが変わることがある。BE-Bridge 規約でも置換えされ


てしまうため､メーカー機器が置換わらない様な解説の提示や､BE-Bridge 仕様書に解


説を加える必要がある。 


🔸BLC 設備属性仕様･｢機器管理情報｣追加を追加 


・1110:メーカー名、・1120:メーカーURL、・1210:分類グループ、1220:製品グループ､ 


・1410:製品写真、1450:3D ファイル形式､を追加、BIM-サービスサイトで､最低限｢機器


管理情報があれば､運用可能な様に考慮し改定(案)追記した｣ 


🔸TOTO 衛生器具テスト編成資料を紹介。   [設 WG6-6 ] (P-17-22/54) 


・URL リンクで各社毎に見える内容について異なると見にくくなる可能性がある。 


・URL ログインの ID、PW が必要な場合の対処など検討が必要。 


・ユニットバスについては､建築的部分も含めてどの様な構成とするか検討が必要。 


・建築部会でも同様に分析を進める予定。 


・必須項目については､設備・建築で異なる部分も出る可能性があるため､調整が必要。 


・共通項目については､建築/設備が､共通の方が好ましい。 


・ジェネリックオブジェクト、メーカーオブジェクトで異なる可能性がある。 
 


議題（５）Revit User Group RevitMEP Family 作成概要 


【資料説明】      [参考資料]日本設計:吉原委員 


・Revit User Group(RUG)ユーザーグループ設備活動状況説明 


・Revit MEP Family に日本版･設備関連機器を Autodesk で編成を進めている。 


・Revit 共有パラメーターを､BLC 設備で編成中 Prameters 内容を連携して編成する予定。 


・Autodesk Revit MEP として出来上がったデータは BLC サイトに Revit MEP ジェネリッ


クオブジェクトとして掲載を考えている。 


・Revit MEP ライブラリーを参考にしてメーカー各社が､Revit 用メーカーモデルを作成し


て頂ければ､メーカーオブジェクトとして利用を拡大して行きたい。 


・Revit MEP ライブラリーからは、属性を利用したアドオンソフト(各種技術計算)､アプリ


ケーション(熱負荷計算･省エネ計算･機器表･計算書)等の連携が可能になる。 


・Stem で整備したパラメーターには OmniClass､Uniclass を内部に編成する方法もあるが、


AddonSoftware として､ClassificationManager があり､変換を行うことが可能。 


・属性パラメーターの日本語表現だが、日本語⇔英語相互変換なども可能。 
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・COBi Parameter についても､外部で COBi Extension for Revit で編成し利用が可能なた


め､全ての情報を内部に持つ必要はないと考えている。 
 
【意見交換】 


🔸 Parameter の取扱手法､機器分類については､BLC 仕様編成に参考になる。 


🔸アメリカ CSI が変換テーブルを作っているため､これを利用していると思われるので､何処


かで行う必要がある。 


🔸 OmniClass､Uniclass は殆ど同じコード体系で出来ており 1 対 1 変換が可能だが､日本語基


準では 1 対 1 でなく複数になる可能性もあるので､どう考えるかは議論が必要。 


🔸 CI-NET分類はProduct(製品･機器･材料)が中心でWorkResult(成果)､空間等の情報がない。 


🔸 BIM オブジェクト ASP サイトの中で､変換して読替えることも可能で､フィンランドのサ


イトが OmniClass､Uniclass でも検索が可能で､変換を行っている。 


🔸 コードに関しては管理表を作ることもあるが､ISO で行っている BsJ Data Dictionary があ


るので､今後どのようにコードを整理するか(マッピングするか)は検討が必要。 


🔸 将来の対応を考慮すると､内部に持つのではなく､外部で管理して入替出来る仕組みが必要。 
 


議題（６）建築部会､設備部会状況まとめ 


🔸両部会の検討中仕様の内容では､基本的に同様な方向性で進んでいることが確認できた。 


🔸進捗状況は両部会差があるが､6 月末をマイルストーンで､TOTO 作成資料と同様な検討を進


め､設備･建築で仕様編成をまとめ､再度意見交換で調整を行い取りまとめる。 


🔸作業に入るための合意事項(P-13/70)についても､両部会で共通認識として共有ができた。 
 


議題（７）BLC 編成仕様の方針調整など 


🔸作業に入るための合意事項の形状に対する原則､属性に対する原則､分類における原則は了


解いただいた。 


🔸今後、実際の中に落とし(編成し)てみて､内容が合っているかを検証し進める。 


🔸属性情報､分類情報､施設管理 COBi 情報など､将来変更対応をしたりする部分については､


(オブジェクト)の中に入れるのではなく､外出しで管理する手法も必要なのかもしれない。 


🔸作業に入るための合意事項については､(必須項目:情報は記入されない⇒できない)の修正な


ど言葉の間違え表現を修正し提示する。 


🔸両部会で実際に編成を確認し､6 月末頃次回会議を行い最終仕様の取りまとめを行う。 


🔸設備は Stem を基本にデータ編成を進めることとなると予想されるが､建築は Stem ベース


がないので､ネイティブデータをベースに考えて行く方向性になると思われる。 


🔸ビジネスモデル議論資料｢ファイル形式｣にDXF/DWGを入れ､設備 Stemのファイル形式考


慮している。 


🔸会議資料などを会員が閲覧できる環境も検討願いたい。 
 


議題（８）その他 
 


｢BLC2017 年度スケジュールについて｣ 


・総会 5 月 19 日午後 1:30~5:30 開催。ダイヤビル TDB ホール。 


・設備部会は 4 月/20 日~隔月偶数月､第 3 週木曜日:PM4:00~5：30 開催。(8 月/10 日) 


 設備 WG は部会の前後で開催。 


・建築部会は 4 月/26 日~隔月偶数月､第 2 週水曜日:AM10:30~1200 開催。 


・在り方部会は 5 月/11 日~隔月奇数月､第 2 週木曜日:PM4:00~5:30 開催 
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・運用部会は 5 月/8 日~隔月奇数月､第 2 週月曜日:M300~5:0 開催 


 





